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日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

告

示

○
平
成
四
年
東
京
都
告
示
第
七
百
六
十
一
号
（
東
京
都
非
常

勤
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ

る
年
齢
階
層
ご
と
の
長
期
療
養
者
の
休
業
補
償
及
び
年
金

た
る
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高

限
度
額
）
の
一
部
改
正
…
…（
総
務
局
人
事
部
職
員
支
援
課
）…
�

○
平
成
八
年
東
京
都
告
示
第
八
百
九
十
四
号
（
東
京
都
非
常

勤
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ

り
知
事
が
定
め
る
金
額
）
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
令
和
五
年
度
東
京
都
補
正
予
算
の
公
表
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
財
務
局
主
計
部
議
案
課
）…
�

○
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…

…（
都
市
整
備
局
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
開
発
指
導
第
二
課
）…
�

○
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
道

路
の
指
定
…
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
監
察
指
導
課
）…
�

規

則
（
人
）

○
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
�

告

示
（
監
）

○
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
…
…
…
…
…
�

告

示
（
海
区
漁
調
）

○
東
京
海
区
に
お
け
る
底
魚
、
か
つ
お
及
び
ま
ぐ
ろ
の
採
捕

の
制
限
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
�

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
五
号

平
成
四
年
東
京
都
告
示
第
七
百
六
十
一
号
（
東
京
都
非
常
勤
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
る
年
齢
階
層
ご
と

の
長
期
療
養
者
の
休
業
補
償
及
び
年
金
た
る
補
償
に
係
る
補
償
基
礎

額
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。令

和
五
年
六
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

年

齢

階

層

最
低
限
度
額

最
高
限
度
額

二
十
歳
未
満

五
、
一
六
六
円

一
三
、
二
〇
七
円

二
十
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

五
、
六
九
一
円

一
三
、
二
〇
七
円

二
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満

六
、
一
九
四
円

一
四
、
四
一
〇
円

三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満

六
、
五
七
四
円

一
七
、
〇
六
七
円

三
十
五
歳
以
上
四
十
歳
未
満

六
、
七
八
二
円

一
九
、
四
五
七
円

四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満

七
、
一
三
九
円

二
一
、
二
五
八
円

四
十
五
歳
以
上
五
十
歳
未
満

七
、
二
一
二
円

二
二
、
四
四
四
円

五
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満

七
、
一
〇
九
円

二
四
、
六
二
五
円

五
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満

六
、
六
九
八
円

二
四
、
八
六
三
円

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

五
、
六
五
一
円

二
一
、
二
四
五
円

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満

三
、
九
八
〇
円

一
五
、
八
二
七
円

七
十
歳
以
上

三
、
九
八
〇
円

一
三
、
二
〇
七
円

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
最
低
限
度
額
欄
及
び
最
高
限
度
額

欄
の
規
定
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
以
後
の
期
間
に
係
る
年
金
た

る
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
及
び
同
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由

が
生
じ
た
長
期
療
養
者
の
休
業
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
に
つ
い

て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
に
係
る
補
償

基
礎
額
及
び
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
長
期
療
養
者

の
休
業
補
償
に
係
る
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
六
号

平
成
八
年
東
京
都
告
示
第
八
百
九
十
四
号
（
東
京
都
非
常
勤
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
定
め
る

金
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

表
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
十
六
万
六
千
九
百
五
十

円
」
を
「
十
七
万
二
千
五
百
五
十
円
」
に
、
「
七
万
二
千
九
百
九
十

円
」
を
「
七
万
七
千
八
百
九
十
円
」
に
改
め
、
同
表
随
時
介
護
を
要

す
る
状
態
の
項
中
「
八
万
三
千
四
百
八
十
円
」
を
「
八
万
六
千
二
百

八
十
円
」
に
、
「
三
万
六
千
五
百
円
」
を
「
三
万
八
千
九
百
円
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
以
後

の
期
間
に
係
る
介
護
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係

る
介
護
補
償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
七
号

令
和
五
年
六
月
二
十
一
日
東
京
都
議
会
の
議
決
を
得
た
令
和
五
年

度
の
東
京
都
補
正
予
算
を
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第



令和5年6月29日（木曜日）東 京 都 公 報（第17850号） ２
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
表
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17850号）東 京 都 公 報令和5年6月29日（木曜日）３



令和5年6月29日（木曜日）東 京 都 公 報（第17850号） ４

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
九
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

指
定
に
係
る
道

路
の
種
類

指
定
年
月
日

指
定
に
係
る
道

路
の
位
置

指
定
に
係
る
道

路
の
延
長
及
び

幅
員
（
単
位
メ

ー
ト
ル
）

法
第
四
十
二
条

第
一
項
第
五
号

の
規
定
に
よ
る

道
路

令
和
五
年
六

月
十
四
日

東
村
山
市
栄
町

二
丁
目
三
十
四

番
十
五
の
一
部

延
長二

四
・
三
四

幅
員

四
・
五
〇

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
九
十
九
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律

第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整

備
す
べ
き
道
路
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

都
道
沖
港
北
港
線

二

指
定
す
る
区
間

小
笠
原
村
母
島
字
評
議
平
二
百
十
三
番
地
内

か
ら
同
村
同
島
字
中
ノ
平
十
七
番
一
地
先
ま

で

三

指
定
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り



（第17850号）東 京 都 公 報令和5年6月29日（木曜日）５



令和5年6月29日（木曜日）東 京 都 公 報（第17850号） ６



（第17850号）東 京 都 公 報令和5年6月29日（木曜日）７

規

則
（
人
）

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
九
日東

京
都
人
事
委
員
会

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
東
京

都
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

（
施
設
等
の
範
囲
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
お
い
て
、
条
例
附
則
第
八
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お

け
る
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
令
和
四
年
東
京
都
条
例
第
七
十
五
号
。
次
項
に
お
い
て
「
令
和

四
年
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
条
例
別
表
第
一

第
四
号
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
医
療
業
務
を
担
当
す
る
部

署
等
の
あ
る
施
設
等
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
施
設
等
と
す
る
。

一

福
祉
保
健
局
関
係

福
祉
保
健
局
指
導
監
査
部

同

生
活
福
祉
部

同

医
療
政
策
部

二

教
育
委
員
会
関
係

東
京
都
教
育
庁
都
立
学
校
教
育
部

東
京
都
教
育
庁
地
域
教
育
支
援
部

東
京
都
立
光
明
学
園

三

交
通
局
関
係

交
通
局
職
員
部

四

警
視
庁
関
係

警
視
庁
健
康
管
理
本
部

同

警
察
学
校

五

東
京
消
防
庁
関
係

東
京
消
防
庁
人
事
部

同

警
防
部

同

救
急
部

４

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
お
い
て
、
条
例
附
則
第
八
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お

け
る
令
和
四
年
改
正
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
条
例
別
表
第
二
第
三

号
及
び
別
表
第
三
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
医
療
福
祉
系
の

研
究
所
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
研
究
所
と
す
る
。

東
京
都
医
学
総
合
研
究
所

東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正

後
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
附
則
第
三
項
及
び
第

四
項
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

告

示
（
監
）

◉
東
京
都
監
査
委
員
告
示
第
３
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２年

法
律
第
６７号

）
第
２５２条

の
３２第

２
項

の
規
定
に
よ
り
、
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
５
年
６
月
２９日

東
京
都
監
査
委
員

伊
藤

ゆ
う

東
京
都
監
査
委
員

伊
藤

こ
う
い
ち

東
京
都
監
査
委
員

茂
垣

之
雄

東
京
都
監
査
委
員

岩
田

喜
美
枝

東
京
都
監
査
委
員

松
本

正
一
郎

１
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び

住
所

氏
名

住
所

大
久
保

将
史

練
馬
区
北
町
一
丁
目
２６番

１２－
７０３号

柏
﨑

あ
ゆ
み

江
戸
川
区
東
小
岩
五
丁
目
３６番

６
号

来
栖

寛
明

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
北
袋
町
一
丁
目

２３１番
地

ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル
泉
２０７

須
田

陽
利

群
馬
県
伊
勢
崎
市
今
泉
町
一
丁
目
１３０９番

地
１

ス
タ
ー
ハ
イ
ツ
Ａ
１０１

傳
田

聖
也

神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩
区
登
戸
１９２１番

地
４

シ
ャ
ル
ム
１１５登

戸
３０１

平
野

清
秀

小
金
井
市
貫
井
北
町
三
丁
目
１
番
４
－
６１８

号
小
金
井
住
宅

山
田

晟
良

千
葉
県
松
戸
市
松
戸
２１５６番

地
の
７

Ｍ
Ｈ

Ⅱ
ビ
ル
６０３号

𠮷
田

崚
介

荒
川
区
西
日
暮
里
三
丁
目
９
番
１８－

３０３号

森
田

省
吾

荒
川
区
荒
川
一
丁
目
５２番

５
－
４０５号

渡
邉

健
太
郎

千
葉
県
船
橋
市
夏
見
五
丁
目
５
番
１
号

西
𦚰

弘
兵
庫
県
西
宮
市
名
次
町
４
番
２７号

田
裕

之
新
宿
区
市
谷
加
賀
町
二
丁
目
５
番
２２－

３０１
号

２
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
が
当
該
事
務

を
補
助
で
き
る
期
間

令
和
５
年
６
月
２９日

か
ら
令
和
６
年
３
月
３１日

ま
で

告

示
（
海
区
漁
調
）
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東
京
漁
調
指
示
第
六
号

東
京
海
区
（
小
笠
原
海
域
に
限
る
。
）
に
お
け
る
船
舶
を
使
用
し

た
底
魚
、
か
つ
お
及
び
ま
ぐ
ろ
の
採
捕
に
つ
い
て
、
漁
業
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
十
九
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

有

元

貴

文

（
採
捕
の
禁
止
）

一

東
京
海
区
（
小
笠
原
海
域
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
総
ト
ン
数

六
十
ト
ン
以
上
の
船
舶
を
使
用
し
て
底
魚
、
か
つ
お
及
び
ま
ぐ
ろ

を
対
象
と
し
た
遊
漁
の
案
内
を
行
い
、
又
は
遊
漁
に
よ
る
底
魚
、

か
つ
お
及
び
ま
ぐ
ろ
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
小
笠
原

村
陸
岸
か
ら
三
海
里
以
内
の
海
面
に
お
い
て
、
総
ト
ン
数
十
ト
ン

以
上
の
船
舶
を
使
用
し
て
底
魚
、
か
つ
お
及
び
ま
ぐ
ろ
を
対
象
と

し
た
遊
漁
の
案
内
を
行
い
、
又
は
遊
漁
に
よ
る
底
魚
、
か
つ
お
及

び
ま
ぐ
ろ
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
指
示
の
有
効
期
間
）

二

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
六

年
六
月
三
十
日
ま
で
と
す
る
。
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